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はじめに

田ru 6 0年度までの10年間をみると、北

"道

の回迪など、主要幹線道露の通
`テ

止め件数は減りつつある。しかし

吹雷による割合は微増傾向で、過去5年四では全体の9割 以上の年が4ケ年あつた。北海道全域の吹雷状況を推定し、

地域的特徴や本州との違いを知るため北海週の吹雪頻度分布図をつくつた。

調査方は

吹晋の発生条件は、石狩で我々がl■ つた観測結果から高い吹雷は霊面■1 5mの通過Vilで 、ttい 吹雪は日祝で

降雪のあるときの吹雪の発生峙回を定め、同時刻の気Eと風速を用|｀ てきめた。広域にわたり降雪の有無を■かめる

手段がないため今回は、道内のアメダス全観測点 (162地点、S54～S61年 )と
'1発

局遺田気

'観
測点 (19

地点、S59～ S61年 )の気日と風璃から嗅雪のIB対 出現頻度 (%)を求めた。

調査結果

得られた吹雪頻度分布図を図-1に 示した。降雪があれば図-1に 示した頻度 (96)で ふぶくことを示している。

吹雪残瞑が多いのは道北と日本海10い の地方と株裳岬周辺、及び
'卜

山面

“

であつた。この結果が吹普の実態をどの程

度反映しているかを確かめるため、昭II1 5 1～ 60年度の吹雪による通行止めの全道分布と比較した結果を図-2に

示した。楓して吹雪機度の多|ヽ所で■行止め頻度が多くなつていた。防雪lmな ど防雪施設の分布につ|｀ ても同様のこ

とが言える。また、日道5号 Attju区 など吹雪lH度 が少なぃ所で陣書の多い理合には、遭路価過が吹雷に弱いことと

対応して
'｀

ることもあり、防雪:l面 を考える際の■腱資料として使える.
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図-1  吹4・・頻度分布図 図-2  吹雷による苅1ラ 止め件数 (S51～ 60)
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